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日本で最大顧客数を有する IX プロバイダー JPIX が 

エクイニクス東京センターにサイトを展開 
 

提携により、両社は将来的にトラフィック交換サービスを拡張可能 
 

東京、日本 – 2008 年 9 月 29 日– ネットワーク・ニュートラル・データ・センターとインターネット・エクス

チェンジ・サービスのリーディング・プロバイダーであるエクイニクス（Equinix, Inc.  ナスダック： EQIX ）

と日本で最大顧客数を有する IX プロバイダーである日本インターネットエクスチェンジ株式会社（以下、

JPIX）は本日、JPIX が品川にある Equinix Tokyo-2 (TY2) IBX®に IX サイトを拡張したことを発表しま

した。契約内容の一部として、エクイニクスのお客様は、JPIX の顧客であるさまざまなインターネット・サ

ービス・プロバイダー(ISP)や CATV 事業者さらにはコンテンツ・プロバイダー(CP)と「ピア」を接続するこ

とによりトラフィックを直接交換することができ、また高品質のトラフィック交換参加者は信頼性を向上さ

せ、パフォーマンスを改善し、ネットワーク・トラフィック交換のコストを削減することができます。 

 

JPIX は日本の大手 ISP や CATV 事業者さらに CP を含む 100 社以上の最大顧客数を持つ IX プロ

バイダーで、トラフィック交換において日本の重要な交換ポイントとなっています。この契約によって 

JPIX は Equinix TY2 センターに IX スイッチを設置することになり、Equinix の IBXLink サービスを使用

して、平和島にある Equinix TY1 IBX からも IX スイッチに直接接続できるようになります。 

 

エクイニクスは、相互接続とピアリングで世界をリードする企業で、高性能のプライベートおよびパブリッ

ク・ピアリング・サービスを提供しています。エクイニクスの相互接続ソリューションにより促進されるピア

リング関係によって、電子メールからビデオまで、さらには送信元から送信先まで複数のネットワークを

横断する事実上あらゆるアプリケーションにいたるまで、インターネットを成長させるための戦略的な基

盤を形成することができます。 

 

エクイニクス東京支社長の David Wilkinson は次のように述べています。「2002 年以来ピアリングの推

進でアジアをリードする弊社は、革新的なサービスを提供し、相互関係を促進するフォーラムを組織す

ることによって、海外のお客様と日本のお客様の間のピアリング関係を積極的に推奨してきました。

JPIX との提携は、両社のピアリング構成を拡張して、お客様がより大きな ISP、コンテンツ ・プロバイダ

ーおよびコンテンツ配信ネットワークによって、さらにピアリング関係を拡大できるようにするためのマイ

ルストーンです。」 

 



   
 

 

エクイニクスについて 
エクイニクスは、高度なコロケーション、トラフィック・エクスチェンジ、および IT インフラストラクチャー・ソ

リューションのアウトソーシングを提供する、ネットワーク・ニュートラル・データ・センター・サービスと相

互接続サービスの大手グローバル・プロバイダーです。多国籍企業、コンテンツ企業、システム・インテ

グレーター、およびキャリアーは、世界に通用する信頼性を持ち、さまざまな回線に対応できるエクイニ

クスの Internet Business Exchange (IBX®) センターに注目しています。エクイニクスの IBX センターは、

グローバルな ＩＰ ネットワークおよびインターネット業務の重要な中心的ハブとして機能します。エクイ

ニクスは北米、ヨーロッパ、アジア太平洋の 18 の戦略上重要な市場に 40 の IBX センターを持ってい

るので、お客様は高い信頼性を持って基幹インフラストラクチャーをグローバルに運用できます。 

 

#  #  # 

 

当ニュース・リリースには、将来の見通しに関してリスクおよび不確実性を伴う記述が含まれており、そ

のような予測の記述内容と大幅に異なる結果となる可能性があります。そのような誤差が発生する要因

として、これらに限定されませんが、IBX センターの獲得および運営および建設上の課題、エクイニク

スのサービスの開発、運用、および提供、IXEurope のエクイニクスへの統合に関連した予定外の費用

または困難な課題、開設間もないデータ・センターで顧客から大きな収益を得られないこと、予定され

た財務調整を適宜完了できなかったこと、既存ならびに新規競合企業との競争、十分なキャッシュ・フ

ローを生成する能力あるいは未払負債を返済するための資金調達能力、エクイニクスの主要顧客との

ビジネスの損失あるいは減退、過去のストック・オプションの承認と実行に対する訴訟の結果、エクイニ

クスが米国証券取引委員会 （SEC） に提出した直近の四半期ならびに年次の報告書（※当社よりコピ

ー入手可能）に記載されているその他のリスクがあります。エクイニクスは、このニュース・リリースに含ま

れる予測情報を更新するいかなる義務も負いません。 

Equinix および IBX は、 Equinix, Inc. の登録商標です。Internet Business Exchange は、 Equinix, Inc. 

の商標です。 

 

 

JPIXについて 
JPIX 「日本インターネットエクスチェンジ株式会社」は、インターネット・サービス・プロバイダー（ISP）が

相互にトラフィックを交換できる環境を、中立的な立場で提供することを目的として 1997 年 7 月に設立

され、同年 11 月から東京・大手町に交換設備を設置して IX（インターネットエクスチェンジ）サービスを 

開始しました。 

IX はインターネットのバックボーンを下支えする重要な役割を果しています。日本における IX は、研

究組織 WIDE が NSPIXP プロジェクトとして先駆的に開始し、大きな実績を上げてきました。JPIX はそ

の WIDE の成果を受けて商用 IX としてスタートしましたが、おかげさまで日本の大手 ISP の皆様のみ

ならず、海外の ISP の方々も接続に来られ、現在では、取扱いトラフィック及び接続お客様数ともに日

本最大級の IX となり、日本のインターネットの心臓部として重要な役割を担っております。 
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